












































































































































































































































に、「万世一系でいたいんだが . . .」と言ったという記録が残っています。皇帝もひじょうに
変わるんです。天意を受ければ誰でもなれる。天意を受けたということを立証しなければなり
ませんが。
次に、皇帝の手足になる官僚も世襲ではない。決して特定の家に固定されてはいなかった。
この官僚の登用の仕方は、時代によって、多少違う。それから官僚を構成するものがどこから
出てくるのか、ということも時代によって多少違いますけれど、隋、唐の時代、特に唐代の後
期からは、科挙試験に合格さえすれば、誰でも官僚になれる。官僚は一種の特権身分です。清
朝の時代ですと、相当大きな地主でも地方の県レベルの県知事と比べたら、収入は段違いに県
知事の方が多い。正規の収入は少ないが、自分の裁量で多くの税金その他、コミッションをポ
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ケットに入れることができるから、富の点でも、官僚が一番多くの富を集める。権利という言
葉があるが、権が利の源泉でありつづけてきた。ですから官僚は、ひとつの特権身分ですけれ
ども、世襲ではなかった。ヨーロッパの諸侯とか、騎士とか、日本の武士のような世襲ではな
い。一代ごとに、少数の例外はありますけれど、科挙試験を通じて、試験に合格していかなけ
れば、高い地位にはつけない。現実には、ひじょうに有力な宗族、配付資料に宗族についての
説明を挙げておきましたが、それに属している人がなるケースは多い。だいたい最低限でも、
自作農の真ん中へんくらいから上でないと、いくら宗族の援助があってもだめで、小作農から
なかなか一挙に官僚というのは難しかった。それにしても、原理的には、全部の階層に開かれ
ているわけです。科挙から制度的に排除されていたごく少数の賎身分というのはあります。例
えば役者なんかは賎身分です。父親が不正をはたらいて賎身分に落とされた人もいる。それか
ら売春婦の子供。そういう少数の賎身分というのはありますけれど、あとは誰でも科挙試験は
受けられる。事実相当広い範囲から科挙を受けて、そして高官に登っていく人がいる。その代
わり、官僚は自分の子供ができが悪くて、科挙試験の上の方に受からなければ、もう一代限り
で終わってしまう。
それから官僚を支えているのは地主である、と一般に言われています。しかし地主というの
も、決して安定した階層とは言えない。中国は古くから均分相続制なんです。どうしてそう
なったかというのはわからないんですが、財産はすべて均分相続—しかし女性には相続権は
なかった—で、男の子は財産を均等に分けて相続する。多少の差はあるにしても、原則とし
てはそれなんです。地主も自作農民もそうです。ですから、多くの男の子が生まれれば、均分
相続でどんどん所有地は小さくなる。しかも土地売買が自由なんです。これも日本などとも違
う。おそらくヨーロッパとも違うと思う。土地が自由に売れるということがある。ですから、
中には商売などで儲けて—商業は昔から発達している—それで土地を買い集めて、小さな
農民から大きな地主になるのもかなりいます。
太平天国の初期のリーダーになる人達は全部客家の出身、参加者も客家の農民が圧倒的です。
客家についても簡単に配付資料に述べておきました。この客家の族譜などを調べてみますと、
だいたい 18 世紀の半ば以降に広西に移ってきた人たちです。広東からこの地域に移ってき
た人です。広東に梅県というところがありまして、これは客家の故郷です。シンガポールの
リー・クワンユーもここの出身ですし、中国の人民解放軍の元帥の一人であった葉剣英—だ
いたい葉という人は客家なんです—これも梅県です。明治の初めに日本に公使館が開かれた
時に、日本に来て、日本の文人たちとひじょうに交流した人で、日本について『日本国志』と
いうたいへんに厚い日本の歴史、日本の制度についての本を書いた、黄遵憲—埼玉の平林寺
に、彼の書いた詩の手稿がうまっています—かれも客家です。客家には、鴆小平を初めとし
て郭沫若だとか、朱徳という元帥だとか、ひじょうに多くの中国革命に大きな貢献をした人が
います。孫文もそうです。客家は、ひじょうに屈強な性格で頑張り屋だと言われている。梅県
は山が多く、狭いものですから、人口が増えてきますと、各地に移住していく。客家というの
81
は、落ち着きのない奴だと見られている、と書かれている文献がありますが、特に客家は移動
の範囲が広く、激しかった。広西では、この客家の農民が、拝上帝会の主たるメンバーでリー
ダーもそうです。リーダーの中には、貧しい農民として来て、商売などで儲けて、それでかな
りの地主になっていった地主出身者もおります。ですから、太平天国のリーダーはみな貧しい
農民とは必ずしも言えない。客家は色々な差別を先住民から受けていたけれども、経済的には、
そういう形で豊かになっていたのもおります。
毛沢東の親父も、本来は貧しい農民だったのが、ひじょうに商売じょうずで、がめつくて、
儲けて富裕になったといわれています。中国共産党の初期のリーダーには、もと大きな地主の
家で、没落していった昔の読書人の家の出身もかなりいます。これらのリーダーたちの出自を
見ても、中国の社会が大きな変動性をもっていたということがわかる。地主から科挙に合格し、
高官がでますと、一挙に豊かになるが、そうでなければ、この地主も、安定していたとは言え
ない。日本の村だと、先頃まではどこでも昔の庄屋の家が残っていました。最近はだいぶ判ら
なくなってきましたが、僕の故郷の茨城でも、村に行きますと、どこでも庄屋門という立派な
門をもっている家が残っていた。江戸時代に庄屋、村役人であり続けた家です。日本の場合に
は、嫡男の単独相続ですから、そういう本家が続いていました。これは日本の地方のエリート
で、そこから日本のいろんな人材が出てきている。中国ではほとんどそういうものを見たこと
がない。中国の地主というのは、家から誰か官僚が出ますと、都市に出て都市で暮らす。ほと
んど農業とは直接の関係がなくなってしまう、というのが多い。こういう形で上昇するのも多
いけれども、落っこちていくのも多い。
農民自身も、安定性という点では日本やヨーロッパのようなそれに欠けている。中国には村
というのがちゃんとあるのか、ということがよくいわれてきた。かつて華北農村調査が、戦争
中、末広厳太郎先生などを中心にして行われ、その後共同体論争というのが日本でありました。
いったい中国の華北の農村に共同体があるのかないのか。ないんだ、という説のほうが有力で
す。村落共同体というためには、村落の共有地とか、日本でいうと入会地だとか、そういう
ものがあって、共同体を共同体たらしめている。しかし中国には、そういう村としての共有地
とか共有林はない。ただし、配付資料に書きましたように、華南、福建とか広東ですと、一つ
の村が一つの姓、ひとつの宗族から成り、宗族という父系の同族集団がひとつの村全体を占め
ている。あるいはふたつぐらいで一つの、二姓だけで一つの村を構成しているものがかなりあ
る。そして父系の先祖をまつる宗祠やそれに付属する祭田、先祖の祭りのための土地を持ち、
又、一族の科挙受験生のための学田、つまり科挙試験を受ける者の学生をつづけさせるための
土地があり、それらを貧しい同族の農民に耕させるとか、そういう宗族による共同体、地縁的
な共同体というよりは、かなり血縁的共同体に近いものが華南などにあります。そういう大宗
族はともかくとして、例えば華北ですと、いくつもの小さな宗族で住み分けていて、その代表
者たちで村を運営していくというのがある。しかしそこでは、とても有力宗族のような相互扶
助の機能は果たせない。ですから、共同体が農民たちの生活を安定的に維持していく機能とい
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うのは、少なくとも村落共同体としては果たせない。そういうものがない。
特に 18世紀のなかば以来の中国では、ものすごい勢いで人口が増えている。これは世界で
も例がないのではないかと思われる。王朝時代の中国の人口統計は、必ずしもそう信用できる
わけではない。完全に王朝が下まで把握しているかどうか、疑問の余地はある。しかし、先程
の宗族が持っている族譜という系譜をみただけでも、この 18世紀前半から 19世紀半ばにかけ
ての中国の人口増加というのは、世界でも例をみないほどだ、ということがうかがわれる。清
朝が徴税対象として把握してる人口数が、家族を含めて 18世紀初めの 1億そこそこから、19
世紀半ばには 4億になる。同じ時代の日本はほぼ 3千万で止まっていることと比較して、アジ
アでも例外的です。これは、ひとつは大きな戦乱がこの 18世紀の、特に後半の時代にはな
かったことによる。それから、ラテンアメリカからトウモロコシとか、サツマイモとか、カボ
チャとか、そういう作物が入り、かなり広い地域に広がっていく。さらに高梁というのは、わ
りに強い作物で、それが華北に広がっていくということが大きかったのだろうと思うが、とに
かくものすごい勢いで人口が増えていく。
しかし耕地は増えない。可耕地はそろそろ限界にきていた。それで 18世紀後半以降、特に
19世紀に入って非常に多くの農民、特に華中・華南の農民が、生活できなくなって村から弾
き出されてくる。つまり階層的な流動性が空間的な流動性をつくりだす。中国農民のそういう
流動性は日本人の想像を絶する。それから斯波さんが専門ですけど、中国ではかなり早い時期
から華僑という形で、禁令があってもかなり多くの者が東南アジアに出る。台湾なども、行っ
てはいけないことになっていたのですけれど、18世紀になると、福建南部の者や広東の客家
がどんどんどんどん入っていく。それから満洲地域も、清朝発祥の地域だから移住が禁止され
ていたが、山東の貧しい農民がどんどん入ってしまう。また沿海地域から四川、雲南、貴州へ
と、どんどん流動していく。彼らは、多くは安定した村など作れない。太平天国発祥の地であ
る広西をみますと、しょっちゅう集団どうしの武力抗争が起きる。後から入ってきた客家と、
もとからいる集団間の抗争です。後者も実は入ってきた人達ですが、より早く入ってきた本地
人という人達です。これらが婚姻の問題だとか、土地問題だとか、水などの問題で、ひじょう
に大規模な、械闘という武力抗争を起こしている。
太平天国には、この械闘に破れた客家の農民がひじょうにたくさん入ってきております。こ
の太平天国の広西での挙兵当時は一万から二万くらいでした、しかも女もいた。女だけの軍隊
を作っている。めずらしいんですが、これは客家だからです。客家だけは女性が纏足しない。
後から山間地域に入ってきて、男は出稼ぎに行っている者が多いから、客家の女性は纏足しな
い。しかも一族の誰かが反乱に参加すれば、家族全部殺されますから、老人から子供から女性
から全部軍隊に入っている。それで男子軍、女子軍というのをつくりまして、亭主でも女子軍
を尋ねていく場合には、5メートルくらい離れて大きな声でしゃべらんといかんという厳しい
男女隔離の制度、性のモラルを作っている。客家には、女性が纏足しないという習慣と同時に、
割に男と女が直接話してはいかんとか、物の受け渡しを直接やってはいかんというのが、また
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習俗としてあったらしい。また客家には、一種の共有制の下で暮らしているところもある。後
から入ってきて、共同体をつくっていかないと生きていけませんから。そういうものが、だい
ぶ太平天国の制度の中には入っていきます。戦闘に勝つと褒美に犬の肉を与えるという規定が
ある。客家は犬食文化をずっと維持してきたからです。太平天国軍が行った所は、犬はいなく
なってしまうという記録もある。食っちゃうわけです。
太平天国は天朝田畝制度という土地の共有制、財産共有制を規定したユートピア制を出すわ
けです。その中には、「犬を養え」というのがある。これは食うための犬なんです。そういう
規定が入っている。だから、ひじょうに多くの客家の生活習慣が入って生きているのがわかり
ます。いずれにしても、中国社会が持っている想像を絶するような流動性というものがあるか
ら、農民として救済されるということは、なかなか出にくい。ひじょうに出にくい。同時代の
日本の民間宗教、先程の天理教とか、それから、黒住教とか、そういうもののあり方と比べま
すと、あるいは日本の百姓一揆と比べても、やはり中国の異端の民衆宗教はかなり違う。
18世紀後半以降に生まれた日本の民間宗教には、中国の白蓮教や上帝教のように反乱と結
びついたものはない。一種の平等指向は、新しい民衆宗教には程度の差はあれ、皆あるけれど
も、むしろひじょうに強く日常的な生活倫理を、どの江戸時代の日本の民間宗教も強調する。
勤勉の徳とか、貯蓄とか、正直とか、そういうことがある。これは中国の同時代の異端的な宗
教では、みたことがない。彼らの戒律では、先程いった劫について、ひじょうに切実な叙述は
経典にある。これは日本と比較にならないくらい、リアリティーを持っていた。黄河の大氾濫
が一度あれば—今年も長江がだいぶあぶなかったようですが—想像を絶するすごい災害が
起きる。だから劫、末劫というのはたいへんなリアリティーをもっている。日本の場合には弥
勒信仰はあるけれども、末劫という観念はなかったようです。日本では弥勒の世というのは豊
作の世のイメージです。
もうひとつ、日本の百姓一揆の中で農民が、「侍、侍と威張るな。お前たちが生きていける
のは、我々百姓のおかげじゃないか」という形で、農民としての誇りがはっきりと出ている。
そういうものがずいぶん日本の百姓一揆には多い。あるいは中国の場合には、農民が一般に文
字表現ができないということもあるのかもしれない。つまりだいたい中国の文献は文字を書け
る人、つまり読書人、地主、せいぜい中農の上層以上の人ですから、農民自体の文献というの
がないということも、あるいはあるかもしれない。しかし少なくとも僕が見た限りでは、そう
いう農民としての誇りの上に立って官僚たちを批判したような文献は見たことがない。そうい
うものが出てくれば、また考え方を変えざるをえないのですが。ですから、さきほど述べた中
国社会の特質、構造上の特質というものが、農民戦争とは厳密には言えない民衆反乱のあり方
を生み出した、というのが僕の今の考え方なんです。そしてまた繰り返し繰り返し、同じよう
な王朝体制が再生されてくる一つの根拠は、やはり中国の、今簡単に申し上げたような構造上
の特質、つまり構造を構成する要素はそれぞれ大きな流動性を持ち、これが一種の全体的な柔
構造を創り出してきた、ということから来ているのではなかろうか。
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現在の中国の革命の場合、初めて地主制というものを中国の進歩を妨げて来た主要なもの、
つまり封建制だと意識した。これを覆して土地改革をする。その上に中国共産党の政権はでき
たと思う。しかし現実にどこまで本当の、いわば民自身の政権としてつくられたのかというこ
とになると、まだまだ、恐らくこれからの課題でしょう。あの政権ができた当時、多くの農民
たちは、毛沢東は真命天子だ、つまり天から本当の天子としての命を受けた人だ、というのが
農民の中に広がっていたと思う。今でも時々出てくるんです。今の共産党の政権を批判する動
きの中で、真命天子が出現したと。それに共産党の末端幹部までが引き入れられてしまうとい
う事件が時々摘発されたりして出てくる。だから今まで述べてきたような特質を持ってきた中
国社会の構造が根本的に変わってくるには、まだ色々な過程がこれからも必要なのではないか
と、今思っています。雑駁な話で申し訳ありませんが、以上で終わります。
